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学校として早稲田大学が 1882（明治 15）年に開校して 130 年あまり、いつ、どのような
背景で日本語教育が行われてきたのか、特にその根拠がどこにも示されていない戦後の開
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13 名の留学生の来日以降、ピーク時には 1 万人ともいわれる大量の留学生が来日する。早
稲田大学に入学した最初の留学生は、1884（明治 17）年 10 月に朝鮮から来た申載永、厳
柱興であり、留学生で最初の卒業生となったのは 1894（明治 27）年邦語政治科に入学し、
1897（明治 30）年に卒業した洪奭鉉である 2。そして、中国人留学生が最初に入学したの
は 1899（明治 32）年である。中国から派遣された最初の留学生 13 名中の 2 人である唐宝






早稲田大学清国留学生部は 1905（明治 38）年 9 月に開設される。開設に先立って、同















1905（明治 38）年 7 月発行の『早稲田学報』120 号で発表された「清国留学生部章程」
によると、予科（1 年制）、本科（政法理財科・師範科・商科、2 年制）、研究科（1 年制）
とし、日本語の時数は表 1 のとおりである。予科は日本語及び普通学（中学と同程度の教
育内容）を学習し、本科などに進学するための予備教育である。ただこの制度は 1907（明
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表 1 清国留学生部章程の日本語時数（1905 年 7 月発表） 






政法理財科 第 1 学年（日本
語） 















10 31 第 2 学年 ― 31 
商科 〃（日本語） 6 30 第 2 学年 ― 30 
 
通科と 3 年制の優級師範科が発足することになる。1907（明治 40）年 9 月からの普通科
の日本語の授業時数は、第 1 学年前期「読方、会話、語法、訳解」18 時間、後期「読方、
会話、語法、訳解、作文、書取」18 時間、第 2 学年「読方、会話、語法、訳解、作文、書
取」8 時間、第 3 学年「読方、会話、文法、訳解、作文、書取」4 時間となっている。そ
の後の優級師範科には日本語の授業はない。ただし、この普通科も 1910（明治 43）年に
廃止され、1 期生が 3 年後に卒業しただけで 2 期生以降の募集は行われなかった。日本語
の学習は予科・本科の場合 1 年目が週 18 時間、2 年目が週 10 時間、普通科の場合 1 年目










表 2 清国留学生部組織の変遷（『早稲田学報』などにより筆者作成） 
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表 3 清国留学生部初年度予科入学者の進路 
1905（明治 38）年 
9 月 










316 名修了  
  ↓ 
師範本科入学者 220 名 →
 物理化学科 114 名 →
 博物学科  50 名 →
 歴史地理科  56 名 →







師範科修了生 182 名 
物理化学科  94 名 
博物学科   41 名 




ず正確な把握が難しい。そこで、1908（明治 41）年 8 月発行の『早稲田学報』第 162 号
の 7 月 12 日に行われた師範本科第 1 回卒業式の青柳篤恒教務主任の学事報告から卒業生
数などをまとめてみると表 3 のようになる。予科入学者のうち 1 年後に修了した者は半数
以下となっているが、これは同年 12 月に公示された文部省令に対する抗議のため多くの
在日清国留学生が帰国したいわゆる「清国留学生取締規則」事件の影響のためである。316
名のうち師範科に進学した学生が 220 名、このうち翌年に進級できた者 193 名であり、2
年後に無事修了した者が 182 名ということである。入学後 3 年を経て残った学生が 762 名






1909（明治 42）年 8 月、卒業式で青柳は前年に中国を訪問し、主要な人々と会談した
結果中国側の教育設備も整いつつあり、清国留学生部が必ずしも当初のように必要ではな
くなってきている現状を考え、近未来において清国留学生部を閉じることになるだろうと





























のは 1919（大正 8）年度から 1923（大正 12）年度までで、「日語」がある部分を抜き出
すと以下の通りである。 
 大正 8 年度： 専門部政治経済科          第 1 学年「日語」4 渡講師 
       専門部政治経済科              第 2 学年「日語」4 渡講師 
       高等予科第一部（政治経済学科）  第 1 学年「日語」4 渡講師 
       高等予科第二部（独法兼修）    第 1 学年「日語」4 渡講師 
    高等予科第二部（英法兼修）    第 1 学年「日語」4 渡講師  
  高等予科第三部（文学科）     第 1 学年「日語」4 渡講師 
 大正 9 年度： 専門部政治経済科          第 1 学年「日語」4 渡講師 
        専門部政治経済科              第 2 学年「日語」4 渡講師 
        専門部政治経済科         第 3 学年「日語」4 菊池講師 
        高等予科第一部（政治経済学科）  第 1 学年「日語」4 上井講師 
        高等予科第二部（法学科独法兼修） 第 1 学年「日語」4 上井講師 
      高等予科第二部（法学科英法兼修） 第 1 学年「日語」4 上井講師  
    高等予科第三部（文学科）     第 1 学年「日語」4 上井講師 
 高等予科第四部（商科）      第 1 学年「日語」4 上井講師 
         高等予科第五部（理工科）     第 1 学年「日語」4 上井講師 
 大正 11 年度： 専門部政治経済科        第 1 学年「日語」4 渡講師 
         専門部政治経済科             第 2 学年「日語」4 渡講師 
         専門部政治経済科        第 3 学年「日語」4 菊池講師 
 大正 12 年度： 専門部政治経済科 第 1 学年「日語」4 渡講師 
         専門部政治経済科             第 2 学年「日語」4 渡講師 













対象とした科目だと思われる。5 年間でなぜ 1921（大正 10）年だけ「日語」がおかれて
いないのかは不明であるが、『早稲田学報』の年 1 回発行される「早稲田報告」の 1918（大
正 7）年から 1924（大正 13）年までを見ると、1920（大正 9）年度（『早稲田学報』第 310
号）と 1921（大正 10）年度（『早稲田学報』第 322 号）の「学科課程」の「専門部第一政







治 33）年より善隣書院で別科、支那語学校正科、研究科で学んだ。1902（明治 35）年 9
月から 1904（明治 37）年 11 月まで中国直隷省保定府師範学堂教習となる。帰国し 1905
（明治 38）年 3 月より早大で講師となり、「支那語」、「支那時文」を担当している。そして、
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正 9）年~1926（大正 15）年の各年度で、政治経済科が 25～70 人、法学科が 5～16 人、
商科が 1~3 人となっている。大正期から昭和にかけて留学生が増加するのは 1935（昭和
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表 4  早稲田国際学院の学科課程 
      科         目 予科 本科 
1 年 2 年 
国語 講演、文法、作文、書取、書方、会話 17 14 8 
漢文 講読 0 2 4 
英語 和文英訳、英文和訳 3 3 3 
数学 算術、珠算、代数、幾何、三角 0 1 4 
日本文化 概論、倫理、地理、歴史、音楽、見学、特別講義 5 5 6 
武道 剣道、柔道、体操、 5 5 5 
婦道 家事、裁縫、手芸、作法、生花、茶ノ湯 5 5 5 
 
りの名取順一であった。名取は 1935（昭和 10）年 4 月から奉仕園の一室で献身的に開設準
備を行い、9 月に開校する。学生 30 人でのスタートであった。1937（昭和 12）年から予科
1 年、本科 2 年とし 3 学期制とする。1940（昭和 15）年の学院の入学募集のパンフレット
によると、学科課程は表 4 のようになっている。武道、婦道は課外科目である。日本文化の
中で日本歴史を担当したベニンホフのようにすべて英語で講義をする場合もあったが、でき
るだけ日本語でやるようにしたという 14。予科 1 年の日本語初心者にとって、1 週 17 時間






























籍した学生は 389 名にのぼり、記録に残されていない学習者も含めると、500 名を超える
のではないかとしている。また、学生の出身国を数えると 25 か国にわたっている。学院















































京都日本語学校開設、1951（昭和 26）年には国際学友会が日本語クラスを再開し 17 て、











学を許可することができる」と改正した 20 のである（2 月 1 日施行）。外国学生特別選考
は、書類による 1 次選考と、日本語の読解力、外国語及び志望学部で必要と認める教科の
試験、面接及び身体検査が 2 次試験であった。この制度ができたばかりのため、この年は
出願時期を 3 月末までとした。この制度の入学者数は、学部入学定員の 5 パーセントを、
大学院は 10 パーセントを限度とした 21。こうした大学の動きに対応するように、1955（昭
和 30）年 3 月 23 日付の文部省調査局長から総長宛の「財団法人国際学友会の日本語クラ
ス在学生の入学について」という文章が送られてくる。内容は国際学友会で現在日本語を
学習している 4 名（タイ人 3 名、中国人 1 名）を早稲田大学に入学させてほしいというも
のである。同年 4 月 7 日の理事会で「外国人学生の日本語授業に関する件」が議題にあげ
られており、「授業実施方：19 名を 2 組に編成、1 年間授業。担任教員及び講師給：学内
専任教員の兼担 10 時間、臨時講師担任 20 時間」、そのほか授業料などの具体的な見積も
りなどが検討されている （大学史資料センター資料「昭和 30年度理事会教員人事議題綴」、
教務課）。そして、「日本語授業関係」の項目の資料に、大学の用箋に 6 月 6 日とした、オ
リエンテーションの進行を記したと思われるメモと時間割が残っている。挨拶、各講師の
紹介、日本語コースの説明とあり、「鈴木先生より日本語教育に対する注意」、「課長より説
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表 5 昭和 30 年度外国学生日本語授業時間割 
級 A 組（日本語の A） B 組（日本語の B） 
文理 文 理 文・理 
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備考 
A－1：国語を教材とする。（文・理）  …21 号館 305 教室
A－2：一般社会を教材とする。（文・理）… 〃  〃 
A－3：日本史を教材とする。（文）   … 〃  〃 
A－4：時事問題を教材とする。（文）  …（未開講） 
A－5：数学を教材とする。（理）    …21 号館 105 教室
A－6：理科を教材とする。（理）     … 〃  〃 
備考 
B－1：21 号館 405 教室 
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年国際学友会でのことであった 23。後東京外国語大学の教授となり、1966（昭和 41）年
から非常勤講師として再び早稲田に出講して日本語教育を行った 24。学生は A 組が 11 人
で、B 組が 13 人の計 24 名である。国籍は香港 14 名、タイ 4 名、米国 3 名、韓国、台湾、
フィリピン各 1 名である。文部省より依頼のあった 4 名の留学生の国際学友会での日本語
教育歴は、2 か月から 1 年 9 か月と幅があり、国際学友会の在籍クラスは中級から上級後
期クラスであった。このうち 2 名が B 組に 1 名が A 組に属し、1 名は日本語のクラスに登
録していなかった。10 月 20 日に鈴木、阪田、高宮の 3 名が連記して、B 組の学生のうち
の 1 名の成績を大学宛に提出したものが残されている。表現力、理解力、文法知識、漢字





















あろう。戦後の早稲田大学の日本語教育は 1955 （昭和 30） 年から始まったと考えて間
違いあるまい。 
3.2 語学教育研究所から日本語センターへ 
1955（昭和 30） 年から教務部所管の補習授業として、初年度学生 24 名でスタートし
た日本語教育であるが、1962（昭和 37）年に、語学教育研究所の発足と同時に移管され
ることになった。語学教育研究所に移管した当時の日本語クラスの受講者、授業時間、教
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表 6 外国学生日本語受講生（1962～1966 年）  
年度 受講者数 授業時間数（延数） 担当教員数 留学生数 
前期 後期 
1962（昭和 37）年  59  92  92  8 281 
1963（ 〃  38）年 118 108  92 11 358 
1964（ 〃  39）年 206 128 128 15 420 
1965（ 〃  40）年 246 144 144 14 474 






田村すず子、永保澄雄の 3 人であった。それ以前の担当については、1960（昭和 35）年
から木村宗男が教務課非常勤嘱託として日本語を教え始めていたが、その時は秋永一枝、
永保澄雄、永保君江の 4 名で分担したという 25。その後、徐々に専任教員も充実していき、
語学教育研究所から日本語部門が分離独立する 1987（昭和 62）年度の在職日本語担当専


















ほとんど見られなかった時、1964（昭和 39）年から 1986（昭和 61）年まで「日本語教育
公開講座」（当初は「日本語教育講習会」であったが、1968（昭和 43）年から「日本語教
育公開講座」と改めた）を開催し、その講座の内容を『講座日本語教育』に発表した。1965











（昭和 58）年に発表された「21 世紀への留学生政策の展開について」（留学生受入 10 万人









1988（昭和 63）年 4 月、日本語研究教育センター（略称日本語センター、2006（平成
18）年に日本語教育研究センターに名称変更）が発足した。当初は日本語研修課程、日本







2006（平成 18）年には ETP-J（Executive Training Programme）を開始、2007（平成
19）年には頂新国際集団から別科日本語専修課程への受け入れ開始などである。表 7 は日
本語センターの日本語講座受講生数を示したものである。1998（平成 10）年度の 265 名 
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が最低であり、以降増加に転じて、2000（平成 12）年度 352 名、2010（平成 22）年度
1,582 名となり、2015（平成 27）年度は 2,159 人で最多となっている。この推移は大学全
体の留学生数の推移とほぼ対応している。2015（平成 27）年度春学期の受講生の所属の
内訳は、日本語センター604 名、学部学生 1,290 名、大学院生 265 名となっている。出身
の地域・国別に見ると、広く世界各国 80 にのぼっている。1 位が中国 659 名、2 位が韓国
299 名、3 位が台湾 248 名である。2015（平成 27）年現在、早稲田大学の留学生受け入れ







のクラスを決めていたが、この問題に対処するため、レベルを 8 段階に分けた。レベル 1
は日本語のゼロスタート、2 はすこしだけ学習した初級の中途レベル、3 は初中級、4 と 5
は中級、6 と 7 は上級で、8 は超上級である。レベル 1 と 2 は「総合」クラスで、毎日メ
















































































早稲田国際学院では、先述したように 1940（昭和 15）年に「皇紀二千六百年記念 教
科書編纂事業」を企画し、2 年後までに 24 冊の教科書ができたことを報告している 32。そ
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学するためアメリカから来日したメリー・キモトは、時々英語の勉強に来る日本人の寮生

































 2 檜皮（2015）参照 
 3 『早稲田学報』第 32 号 1899 年 10 月 pp.39 及びさねとうけいしゅう（1968） 
 4 『早稲田学報』第 122 号 1905 年 9 月 pp.2 




 ― 19 ―  
 
 6 『廿五年紀年早稲田大学創業録』pp.73～74。『早稲田学報』第 122 号 1905 年 9 月 pp.12-13 でも
同様の主旨を述べている。 
 7 『早稲田学報』第 162 号 1908 年 8 月 pp.25 
 8 『早稲田学報』第 174 号 1903 年 8 月 pp.11 
 9 安藤（1997）pp.8 
10 『学苑－上井磯吉追悼号－』第 347 号 1968 年 11 月 
11 日本銀行調査局（1991）『本邦経済統計第 8 巻』クレス出版 pp.31 による。 
12 吉岡（1998）参照 
13 「早稲田国際学院ならびに経営工学部設立計画」pp.161 及び『山本忠興伝』pp.124-125 
14 注 13 の pp.166 
15 注 13 の pp.166 
16 注 13 の pp.169 




20 『早稲田学報』第 649 号 1955 年 4 月 pp.68-73 
21 『早稲田大学百年史第五巻』pp.100～101 





27 紀（2015） pp.73 
28 『早稲田学報』第 128 号 1906 年 1 月 pp.61 
29 呉玉章『辛亥革命』pp.80～81 を出典とするが、ここでは『稿本早稲田大学百年史第二巻上』pp.189
による 
30 注 1 の pp.52－53 
31 注 1 の pp.53 にこの話を紹介している 













国際学友会（1986）『国際学友会 50 年史』国際学友会年史編集委員会 








 ― 20 ―  
 
第 8 号 早稲田大学出版部 
阪田雪子（1981）「鈴木忍先生の思い出」『日本語教育の現場から』国際学友会 
昭和五十五年十月座談会（1981）「早稲田国際学院ならびに経営工学部設立計画」『早稲田大学史紀要』





『早稲田大学図書館紀要』第 62 号 
名取順一（1939）『日系二世の思想と日本精神』早稲田国際学院 
檜皮瑞樹（2015）「一八八四年の東京専門学校朝鮮人留学生に関する研究ノート」『早稲田大学史紀要』








早稲田学会（1905）『早稲田学報』第 120 号 明治 38 年 7月  
早稲田国際学院（1940）『早稲田国際学院報』第 19 号 早稲田国際学院 









（よしおか ひでゆき 早稲田大学名誉教授） 
20
早稲田日本語教育学　第 20号
